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19歳 20代 30代 40代 50代 60代以上 全体
選挙人比率（2010） 1.7 17.9 21.4 22.4 17.2 19.4 100.0
2006年全国同時
地方選挙の投票率
37.9 33.8 41.4 55.4 68.2 70.9 51.6
2010年全国同時
地方選挙の投票率
47.4 41.1 46.2 55.0 64.1 69.3 54.5
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その野圏候補は保守政権与党に対する不満勢力だけではなく、野党も含
む既成政治に対する不満勢力の支持までも今まで以上に引き出すことが
できた。選挙運動過程で文化芸術人、教授、市民運動家など非政治領域
で知られている活動家がメンターとして参加し応援した選挙運動方式は
若い層の積極的な参加を引き出すことの一助となったと言える。
10・26ソウル市長補欠選挙で40代の野圏に対する圧倒的な支持は新
しい現象である。それまでは40代は20～30代と50代以上の間で均衡を
図る役割をしてきた。しかし今度は40代もまた野圏候補に圧倒的な支持
を見せ、いわゆる「20～40世代」という言葉を日常化せるほどであった
［2040という言葉もメディアを賑わせた］。まずは世代問題以前に現政権
勢力と候補者（羅卿 ）に対する不満が反映されたものと見ることがで
きる。政権に対する失望が、均衡を図る役割の40代を批判的にして背を
向けさせるようにしたのである。
しかし50代以上では依然として保守政権勢力を強く支持しているこ
とを見るならば、世代要因を考慮せざるをえない。最近の40代は以前の
40代とは違う。民主陣営や進歩陣営の主要な支持基盤であった以前の
20～30代がいまの40代となって、10・26ソウル市長補欠選挙で野圏候
補者に圧倒的な支持を与えた。2002年の16代大選では386［当時30代
で1960年代に生まれ1980年代に学生であった世代のこと］と呼ばれた
が、いまは486となり野圏の基盤となって登場したと見ることができる。
しかし40代を含む若い世代が今の野圏を持続的に支持するのかは慎
重に見なければならない問題である。彼らの野圏に対する支持には李明
博政権に対する不満、既成政治に対する不満が含まれているためである。
現在の野圏が政権を掌握するようになれば、この政権に対しても生じる
ことになる。また新しい政治勢力も制度的に定着するようになれば、保
守化して革新を求められるようになるであろう。そうなれば野圏にある
ときに比べて支持が弱まる可能性が大きい。場合によっては、各世代の
年齢が変化し、また政治勢力の位相も変化して、極端な反転が生じるか
もしれない。
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いずれであれ、これらの若い世代の政治的影響力は当分の間はさらに
大きくなるであろう。何よりもSNSの活動を中心にした新しい環境を、
これらの世代が主導しているためである。インターネット利用でもそう
であったが、SNSの利用も若い世代が先導している。10・26ソウル市長
補欠選挙を始めとした最近のいくつかの選挙でSNSと結びついた若い
世代の政治的力を我々は目撃したところである。
放送通信委員会が2011年７月１日から９月15日まで全国７万2559
名の世帯構成員を対象に調査した結果によれば、当時のSNS利用率は
66.5％であった。20代が89.7％でもっと高く、10代が78.9％、30代が
70.8％であった。そのほかの40代は50.8％、50代は40.8％、60歳以上
は24.6％となっている。SNSの利用自体は20代が圧倒的であるが、ツ
イッターの利用は30代初めが平均であるとの推論もある。SNSが政党
政治の環境を変えており、SNSの役割が大きいほど若い世代の政治的影
響力は大きくならざるをえない。ある論者は20～40代が韓国政治の新し
い主流として登場したとも表現している。
「不朽の名曲」と世代共感
多元的な政治体制では、世代亀裂、地域亀裂、階層亀裂など多様な政
治亀裂が現れるものである。問題はこのような政治亀裂がどのように収
斂され統合されるのかにある。10・26ソウル市長補欠選挙のように世代
亀裂が一時的に極端なものとなって現れることはありうる。よもや極端
になった世代亀裂の政治が続くのであれば、それまで議論の争点となっ
てきた地域亀裂のジレンマ以上の政治社会的問題となるであろう。
最近の政治的な世代亀裂は韓国に二つの課題を投げかけている。その
一つは政権と既成政治に対して批判的な若い世代の声に耳を傾けること
が求められていることである。未来を志向し、彼らの困難な状況に注目
せよということである。もう一つは世代間の疎通と融合のための努力が
必要であるということである。
与野党のいずれも若い世代とどのように意思疎通するのか必死であ
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る。支持拡大のためには当然な戦略である。さらに未来の政党となるた
めには、現在と未来の主役である彼らから支持される政党にならなけれ
ばならない。しかし世代で分節されている現実に対する問題意識はこれ
といってないようである。若い世代の声も重要であるが、相互疎通とな
らなければならない。世代間の共感がなされなければならない。政治的
態度の世代間での両極化は決して望ましいものではない。世代間で相互
理解が促進され疎通する共感の社会的機能、政治的役割が必要である。
最近のTV歌謡競演番組の「不朽の名曲」は世代間の疎通と融合の現
場のように思えた。若い世代の後輩歌手が、伝説となっている先輩歌手
の歌を自分のスタイルで歌い競争するTV番組である。後輩歌手たちは
先輩歌手の昔の歌を吟味して感嘆しながらも、自分の経験と時代に合わ
せて編曲して歌う。先輩歌手は新しく編曲された歌に賞賛を惜しまない。
後輩歌手が新しく歌ってくれ、自分の原曲よりももっと良い歌に作って
くれたとの評価もしばしばある。政治亀裂に現れた社会的分裂勢力の疎
通と融合のために必要な姿勢もまさにこれではないのか。
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